
絵表示の詳しい説明は下記のとおりです。

トッププレートに衝撃を加えない、上に乗ったり物を落とさないこと
● ひびが入ったり割れた場合、異常動作、感電の原因になります。

試運転中は、トッププレートやグリル扉など高温部に触れないこと
● やけどのおそれがあります。

ワークトップの材料は、耐熱材料の物を使うこと
● 熱硬化樹脂高圧化粧板（ＪＩＳ　Ｋ　６９０３）またはこれと同等以上の物。
耐熱性の低い材料を使用すると、変形・火災の原因になります。
※ニス引きの物は変色するため、使わないでください。

設置はお買い上げの販売店または専門業者に依頼すること
● 設置に不備があると、感電、火災の原因になります。

設置はこの説明書に従い確実に行うこと
● 設置に不備があると、感電、火災の原因になります。

設置は機器の重量に十分耐える所で確実に行うこと
● 強度不足や取り付けが不完全な場合、機器の落下によりけがの原因になります。

組み合わせる電気オーブンレンジは指定機器を使用すること
● 指定以外で使用すると、機器の過熱など事故の原因になります。
● 必ず電気オーブンレンジの設置説明書に従ってください。

電源は２００Ｖ・３０Ａ以上の専用回路と漏電しゃ断器を設置すること
また、電源プラグ（２５０Ｖ-３０Ａ）に合った専用コンセントを単独で使用すること
● 電源回路の容量不足や設置に不備があると感電、火災の原因になります。

設置部品は、必ず付属部品または、指定の部品を使用すること
● 異なった部品を使用すると、機器の落下や感電、火災の原因になります。

アース工事を必ず行うこと
アース工事は有資格者によるＤ種接地工事が必要です
● アースが不完全な場合には、感電の原因になることがあります。

絶対に分解・修理・改造は行わないこと
● 火災、けが、感電の原因になります。

設置完了後、試験運転を行い、異常がないことを確認するとともに取扱説明書に沿って、
お客様に使用方法、お手入れの仕方を説明してください。

● 設置の前に、この『安全上のご注意』をよくお読みのうえ正しく設置してください。

● ここに示す注意事項は、安全に関する重要な内容を記載していますので必ず守ってください。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、『人が死亡または重傷を負う可能性が

想定される』内容を示しています。

この絵表示は、必ず実行いただく『強制指示の行為』内容です。

この絵表示は、してはいけない『禁止の行為』内容です。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、『人が傷害を負う可能性及び物的損害
のみの発生が想定される』内容を示しています。

形名

トッププレート幅75cm

ＫＨ-ＡＸ７Ｗ　　ＫＨ-ＡＸ６Ｗ
ＫＨ-ＡＸ７Ｂ　　ＫＨ-ＡＸ６Ｂ設置説明書

ＩＨクッキングヒーター

ビルトインタイプ（単相２００Ｖ）

トッププレート幅60cm

家庭用

安全のために必ずお守りください

警告

注意

警告

注意
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付属部品

１　電気工事および接地工事

● 電源コンセントの取り付け位置は『３ システムキッチンとの関係寸法図』を参照ください。

■接地工事を必ず行ってください。（Ｄ種接地工事）
● コンセントの一極接地用に配線してください。
アース線は、ガス管・水道管・避雷針・電話の
アースには絶対に接続しないでください。

■屋内配線用電線は、単線で線径Φ２.６㎜以上の物を使用してください。

● 電気工事は、必ず「法的有資格者」が行ってください。

● 電気工事や接地工事は「電気設備技術基準」、「内線規程」に準じてください。

グリルパネルカバー左右 グリル扉

印刷物グリルパネルカバー　　

天ぷら鍋

右用 1個

左用 1個

1個 各1個 1個

角皿・角皿ホルダー

■ 包装材を取り外し、下記の付属部品をご確認ください。

● 電源コードがよじれたり、負担がかからないように
電源コンセントの向きにご注意ください。

● 電源コード（電源電線およびアース線）は、電源プラグを
外したり切断して直結しないでください。
漏電やショートによる感電・発火の原因になります。

お 願 い

この説明書のイラストは説明用です。
品番により実際とは異なります。

（コンセントへの差込み方）

電源プラグ

■電源はブレーカー付き単相２００Ｖ・３０Ａの
  専用回路を設けてください。

● 三相２００Ｖ（動力電源）は使わないでください。
（故障の原因になります）

■漏電しゃ断器は必ず設置してください。
● 漏電しゃ断器：定格電流３０Ａ、感度電流１５ｍＡ
推奨漏電しゃ断器：パナソニック電工製　ＢＪＳ３０２２Ｎ(ＨＢモジュール)またはＢＳＨＥ２３０２２(コンパクトタイプ)

■電源コンセントを設置してください。
● 単相３線式定格２５０Ｖ・３０Ａ（一極接地用）
● 電源プラグに合った埋め込みコンセントを使用してください。
推奨コンセント：明工社製　　ＭＥ８５８６

パナソニック電工製　ＷＦ３６３０Ｂ

取扱説明書
(お料理集付き)   各１冊
設置説明書
ご使用ガイド

1個 1個

水タンク　　

形状

単相１００Ｖでは電源スイッチを

入れて加熱動作をしたとき、

天面表示部に　　を表示します。C61

アースを確実に取り付ける

アース接続

故障や漏電のときに感電する
おそれがあります。
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３　システムキッチンとの関係寸法図
〔取り付け穴：ワークトップ切り込み寸法〕

【側面図】【正面図】

　     

コンセントの向きに注意してください。
（アース端子を左側に向けて取り付けてください。）

（単位：ｍｍ）

【背面図】【側面図】【正面図】

２　製品外形寸法図

【平面図】

（注）品番によりデザインが異なります。

トッププレート７５㎝タイプ

（単位：ｍｍ）

・（）内は、プレート幅が６０㎝の場合です。

前面より奥行20㎜以上は
600㎜幅の空間が必要です。

キッチン背面の壁のこの位置に
コンセントを設けてください。
埋め込みコンセントを使用してください。
キッチンによっては、コンセントの位置が指定されて
いる場合がありますので、ご注意ください。

★Ａ寸法は、ワークトップ前面と
キャビネット前面(機器前面)との差です。

※1

※2

　     

※1　仕切り板を使う可能性のある場合

※2　仕切り板を絶対使わない場合

電源コード長さ約800
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防熱板
可燃性の壁等

防熱板

可燃性の壁等

約
1c
m

30
cm
以

上

（
ト
ッ
プ
プ
レ
ー
ト
よ
り

）

前面60㎝以上

前面

1㎝以上

0c
m以

上

　　左右10㎝以上
（本体から0㎝以上）

　　100㎝以上
（本体から0㎝以上）

可燃性の壁等

可燃性の壁等
　　後15㎝以上
（本体から0㎝以上）

可燃性の天井等

1c
m以

上

1cm以上

４　設置場所の確認

周囲が可燃性の壁の場合

■壁・天井からの距離
● 器具は火災予防上、可燃物（木壁・棚）との間を側方１０㎝以上、後方１５㎝以上、上方１００㎝以上

離してください。また、器具の前面はグリルを引き出すため、６０㎝以上離してください。

不燃性の壁の場合はその限りではありません。

（　）内は不燃性の壁または、

防熱板を取り付けた場合。

可燃性の壁から、上記の距離を離して設置できない場合は、防火上有効な防熱処理をしてください。

【正面】【上面】

● 火災予防条例、電気設備技術基準省令第５９条に従って設置してください。

注 意

確認

● 製品の金属部がシステムキッチンの金属部と接触する場合は、建造物の壁中の金属（メタル
ラスなど）とシステムキッチンの金属部が接触しないようにするか、または、器具の金属部が
システムキッチンの金属部に接触しないように取り付ける。

● 本体をタイルやモルタルで塗り込まないようにする。
（点検やアフターサービスの妨げとなります。）

[消防法 基準適合　組込形]

離隔距離(cm)場所

10

10

15

100

0

0

0.5

器体上方の右

器体上方の左

器体上方の後

上方

左方

右方

前方

下方
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（　　　　　　　　　　　　

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ＩＨクッキングヒーター単独設置の場合は、
排気筒貫通穴はあけない。

開口部からゴキブリなどの害虫が入り
器具が故障する原因になります。

電気オーブンレンジと組み合わせる場合

■本体後面に排気筒貫通穴をあける
● 本体後面の４箇所をニッパなどで切り取り、

穴をあけてください。

（取り外した排気筒貫通部は不要です。）

Ａ

Ｂ

■本体の設置
１.電源プラグをコンセントに差し込む

● ワークトップに傷を付けないように包装用
ダンボール板などを敷いてください。

２.ワークトップに本体の前面を挿入してから
全体をはめ込む
● 本体の左右　部を両手で持って、前面をワーク
トップ取り付け穴に挿入してください。

※はめ込み時、前面をワークトップに
　 当てないでください。

（スイッチの損傷や前面パネルに傷が付く
　原因となります）

● 本体後面　部をゆっくり降ろしてください。
トッププレート枠の角を持たないでください。

● 本体挿入時に電源コードをワークトップ
やキャビネットに挟み込まないように
注意する。

電源コードが損傷し、感電や火災の
原因になります。

● トッププレート枠下面とワークトップ
　のすき間が、前後左右で均一である
　ことを確認してください。

煮汁が本体内に入り機器が故障する
原因になります。

電源プラグ

ダンボール板

注 意

確認

注 意

確認

■付属品を取り出す
● 本体前面の保護カバーを外して、

　グリル庫内の付属品を

　取り出してください。

　取り出さずに設置した場合、

　付属品がとび出たり、

　ケガをする恐れがあります。

（　　　　　　                  )外装箱を切断して
使用してください。

※器具設置後、テープを外してください。
　(操作部の損傷防止)

（　　　　　　　　　　 　　

　　　※器具設置後、テープを外してください。
　(本体はめ込み時、レールが出てくることがあります)

５　設置 設置するとき、本体に傷を付けないように注意してください。

本体後面

排気筒貫通部
4箇所
切り取る

ワークトップ

本体前面の保護カバー

Ａ
Ａ

Ｂ

グリル庫内の付属品
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固定金具

本体操作部の
止めテープを外す

グリルパネルカバー左

グリルパネルカバー右

レール部の
止めテープを外す

５　設置（つづき） 設置するとき、本体に傷を付けないように注意してください。

３.本体の位置合わせ

● 付属のグリルパネルカバー左右を取り付けて、

　本体が中央にあることを確認してください。

 ● キャビネット扉面に本体の前面が合うように

　 調整してください。

※ワークトップの厚みが薄い場合
　● 固定金具はワークトップの厚みが

　　１５～４０㎜に適応します。

　　厚み１５㎜未満の場合は、当て木を添えて

　　ください。

● ネジを締め付けて、固定金具を

　ワークトップの裏面に固定する。

※固定時は、ドライバーの先や根元などで製品

　を傷つけないようにしてください。

※先の長い（約７０㎜以上）ドライバーを

　お使いください。

４.前固定金具を固定する

ワークートップ

当て木

固定金具

ワークートップ

ネジ

１５～４０㎜

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 固定後、本体を押して動かないことを確認する。
● トッププレートが浮いていないことを確認する。

煮汁などが器具内部に入り、器具が
故障する原因になります。

注 意

確認

6



7




	KH-AX7W/KH-AX7B/KH-AX6W/KH-AX6B　設置説明書
	安全のために必ずお守りください
	付属部品
	1 電気工事および接地工事
	2 製品外形寸法図
	3 システムキッチンとの関係寸法図
	4 設置場所の確認
	5 設置
	6 設置完了後
	7 設置終了後の確認




